
 

 
 

別紙１ 新たに「認定」した建物や庭園 

認定理由 
 

認定番号２２８ 

選定番号 第９－００６号 名 称 牧野家
ま き の け

 

 牧野家は、北野白梅町に造営された住宅地「衣笠園」に所在する。 

衣笠園は明治４５年（１９１２）に、実業家・藤村岩次郎によって衣笠

村内に開発された住宅地である。藤村は自らの邸宅（現衣笠会館）に隣

接する現在の北野白梅町周辺の土地約４，２００坪を「衣笠園」として 

宅地開発した。３０～６０坪程度の建坪の貸家による賃貸経営であった。

現在の京都市域では、最も早い時期に形成された郊外住宅地でもある。

園内には大正４年（１９１５）から数か月間、作家の志賀直哉が居住し

ており、小説「暗夜行路」には衣笠園の名があらわれる。また、日本画

家・土田麦僊も画室を構えていた時期がある。現在ではこれらの建物は

失われ、衣笠園開発時に遡るものとしては、牧野家がほぼ唯一の現存建

物と考えられる。衣笠村は京都市近郊の農村部であったが、明治末から

大正期には人口が急増し、大正７年（１９１８）には京都市上京区に編

入された。これに先駆けて、大正初めには日本画家・木島櫻谷らが画室・

邸宅を構えたことを契機に、画家の集まる「絵描き村」が形成された地

域としても知られる。 

 建物は衣笠園の貸家管理を行った戸祭千之助の居宅として、明治４５

年に建築されたものであることが確認される。戦後、牧野氏が同建物を

入手した。西側の通りに面して門を開き、マツやサツキの刈り込みを植

栽した前庭が配されている。その奥に木造平屋建、桟瓦葺の建物が建つ。

玄関を入ると奥に向かって中廊下が延び、南側に和室２室と台所を配す

る。台所脇に設けられた浴室脱衣場には下地窓の円窓が開けられ、西側

外観のアクセントともなっている。廊下北側には８畳座敷と４畳半間を

配する。座敷奥（東側）には主庭をつくり、手水鉢や飛石を配している。 

 牧野家は、京都市近郊の住宅地開発の嚆矢とも言える衣笠園において、

開園当初に遡るものとしては現存する唯一の建物と考えられる。近代の

郊外住宅地の形成史を伝える建物として重要である。 

  

 

 

 

 
 

 



 
 

認定理由 
 

認定番号２２９ 

選定番号 第１０－０４１号 名 称 カトリック衣笠
きぬがさ

教 会
きょうかい

 

カトリック衣笠教会は、金閣寺にほど近い衣笠御所ノ内町に位置し、北大路

通と西大路通の交差点に面している。米国・メリノール宣教会によって設立さ

れたカトリック教会で、聖堂、伝道館（旧聖堂）などが建つ。昭和２５年（１

９５０）に教会が設立された当時は、既存の木造住宅を改修して礼拝を行って

いたが、同２７年に正式に聖堂（現伝道館）が建築された。この建物は木造平

屋建、桟瓦葺の聖堂である。簡素であるが、入口の意匠にはロマネスク風の３

連アーチを用いる。 
その後、信徒の増加により、昭和３３年（１９５８）には鉄筋コンクリート

造による新聖堂が建築された。信徒であったモルガン・ユキの献金により建築

が可能になったという。モルガン・ユキは京都の刀剣商の娘に生まれ、アメリ

カ人富豪のジョージ・モルガンとの結婚を経て、莫大な遺産を手にした。日本

の敗戦により遺産が凍結され困窮した時期に、京都教区のバーン神父に救われ

たことから、洗礼を受けたという。教会の記録から、新聖堂の設計はスイス人

宣教師であるカール・フロイラー、施工は山中工務店によるものと確認される。

フロイラーは１９５０～６０年代に日本国内で百を超える数の教会の建築に関

与したとされる。新聖堂は、白い箱を組み合わせたようなモダニズムの外観を

有する。南西隅の入口を入ると放射状に会衆席が配置され、北東隅に祭壇を設

ける。西側に小礼拝室（マリア聖堂）、北側には告解室と香部屋を配置し、南側

に聖歌隊席が突き出す平面である。南面にはステンドグラスが嵌められ、聖堂

内に彩られた光を注ぐ。新聖堂がモダニズム様式を採用し、旧来のバシリカ型

聖堂とは異なる開放的な平面となった背景には、１９５０～６０年代に進めら

れたバチカンにおける典礼改革があるとされる。司祭が祭壇に向かう形式から

対面式の典礼に変化したため、新聖堂では祭壇の位置も移動している。 
カトリック衣笠教会には、戦後間もなく布教を強化した時期の旧聖堂と、典

礼改革を経た後に建築された新聖堂の双方が残る。戦後の布教の歴史とともに

教会建築の変化を示す事例としても重要である。二つの大通りの交差点に建つ

聖堂は、地域のランドマークともなっている。 

  

 

 

 

  



 

 
 

認定理由 
 

認定番号２３０ 

選定番号 第７－０２６号 名 称 勝間家
か つ ま け

 

勝間家は、同志社今出川キャンパスに近い、烏丸通に東面する町家建築であ

る。当家の口伝では大正１５年（１９２６）頃の建築とされる。昭和３年（１

９２８）の昭和御大礼の際には、青森の南部子爵の宿泊場所として用いられた

と伝わる。 
建物は、烏丸通に面して建つ間口約７間の本２階建の町家で、１階部分には

出格子を設け、２階は真壁造の漆喰壁にやや横長に桟で区切られたガラス窓が

嵌められている。北側には表庭が配され、上部に下地窓を設けた板塀が通りに

面して接続する。平面は、規模の小さな表屋部分と大きな居住棟を玄関部分で

接続する、変則的な表屋造形式をとり、表庭に面する表屋北側の屋根のみが入

母屋造となっている。表屋から入ると玄関ニワがとられ、玄関間に迎えられる。

居住棟の下手には勝手口が開き、台所（当初は土間）へと向かう。表屋部分に

は、１階に旧女中室、２階は洋室が配される。西側の居住棟に向かうと玄関脇

に１室が配され、上手に２室の和室を設ける。手前は１０畳間で、磨き丸太を

床柱に用い、付書院、違い棚や地袋等を備えた床脇、仏壇を備えている。同室

からは燈籠とアカマツが印象的な表庭を臨む。奥には８畳間がとられ、縁を挟

んで飛石や伽藍石、燈籠を備えた奥庭がつくられている。奥庭の奥には土蔵が

建ち、景の一部ともなっている。階段は２箇所に設けられ、玄関室の背面と、

奥の縁から上がる動線となる。２階も１階と同様に３室を配し、上手２室は青

色の壁としている。伝統的な表屋造では玄関棟は平屋建であるが、勝間家では

２階建となっている。この結果、表屋と居住棟の２階部分が直接繋がれ、玄関

棟２階は階段室の機能も果たしている。平面構成に表屋造町家の形式を踏襲し

ながらも、動線の合理化という近代の住宅思潮の影響を見ることができる。 
勝間家は、大正末から昭和初期の時期に建てられたとされる町家建築である。

変則的に表屋造形式を踏襲しつつも、本２階建として２階を居室化するととも

に、動線が合理化された平面を有し、京町家が近代的な思潮によって展開して

いく過程を見ることができる。烏丸通沿いの歴史的景観にも大いに寄与する重

要な建物である。（景観重要建造物） 

  

 

 

 

   



 
 

認定理由 
 

認定番号２３１ 

選定番号 第１０－０１６号 名 称 山口
やまぐち

書店
しょてん

 

 昭和９年（１９３４）頃に白川通が整備され、区画整理事業が進んだ

北白川住宅地の東端に位置する。山口書店は、青森出身の山口繁太郎が、

昭和１６年（１９４１）に創業した出版社である。繁太郎は労農運動に

参加したことを契機に、大学教員の論文出版を手掛けるようになった。

後に『北白川こども風土記』（昭和３４年）を出版したことでも知られ

る。昭和１９年（１９４４）頃に現在地に居宅を建て、同２８年には社

屋も居宅の東隣（現喫茶店棟）に移転した。繁太郎は昭和１４年（１９

３９）に青森市内で開かれた個展で同郷の棟方志功と知合い、意気投合

した。二人は親交を深め、棟方の随筆集『板
はん

散華
さ ん げ

』は山口書店が刊行し

ている。棟方は関西を訪れる際には度々繁太郎の居宅に滞在した。この

ため、繁太郎が棟方の滞在用に旧社屋の東隣に建築したのが現在の山口

書店の建物である。家族がこの建物に入ることは、繁太郎から禁じられ

ていたという。 

 登記簿資料から、昭和１３年（１９３８）頃に建築された木造２階建

の建物を同３４年に購入し、改修したと考えられる。昭和４０年（１９

６５）には病を患った繁太郎を励ますため、棟方が同建物の襖や板戸に

肉筆画を描いたが、繁太郎はほどなく没した。これらの作品は現在、パ

ラミタミュージアム（三重県菰野町）に所蔵される。通りに南面して漆

喰塗の白い外壁、２階に黒い格子を嵌める民家風の意匠を用いた外観を

見せる。１階には応接室、和室、台所などが配される。応接室は、黒く

塗った木部が漆喰壁と対比される意匠で、民家の根太天井を思わせる独

特の天井とする。２階には和室２室と洋室を設ける。２階表側の８畳間

は、棟方が画室として用いられたことが古写真から分かる。和室は木部

を素木とするが、天井は根太天井を思わせる独特の意匠である。こうし

た意匠は、民藝運動のメンバーらによる建築作品にしばしば確認される。 

 山口書店は、版画家・画家であった棟方志功と彼と厚く親交した施主

によって残された建物である。民藝運動にとどまらず近代京都の文化史

の場としても重要である。 

  

 

 

 
  



 

 
 

認定理由 
 

認定番号２３２ 

選定番号 第９－０４４号 名 称 旧 鳴 滝 寮
きゅうなるたきりょう

 

旧鳴滝寮は、景勝地でもある双ケ丘の西側地域、宇多野御屋敷町に所

在する。京都電燈株式会社の重役などをつとめた財界人・大渡光蔵の邸

宅として建てられた。棟札が残り、設計・上野工務店、請負人・津田音

次郎、大工・岡本梅吉により、昭和１４年（１９３９）に上棟したこと

が判明する。昭和２９年（１９５４）に京都市交通局が入手し、平成２

８年（２０１６）まで同機関の保養施設「鳴滝寮」として使用された。 

通りに面して粗石積の上に生垣をまわし、袖塀付きの木造の門を設け

る。約千坪の広大な敷地には、和館、洋館、離れなどの建物が残る。和

館は木造２階建で、東側に配された玄関車寄を入ると、西側に向かって

長い廊下が延びる。廊下の南側には１２畳半の座敷など４室の和室が田

の字型に並ぶ接客空間が設けられる。４室は襖によって仕切られるが、

建具を外すと４０畳の大空間となる。主座敷の床柱にヒノキの角材を用

い、長押をまわすなど、全体として書院造の意匠である。同部分の２階

にも和室４室が配される。座敷の奥には茶室と水屋、さらに進むと和室

２室からなる離れに至る。一部に網代天井を用いるなど数寄屋意匠を用

いている。一方、玄関部分から北へ廊下を進むと、厨房や浴室等からな

る平屋建ての内向きの空間となる。玄関部分の南側には木造２階建ての

洋館が建つ。スペイン瓦とスタッコ壁を用い、２階の東・南面にはアー

チ窓を並べるスパニッシュの外観である。洋館部分にも玄関が設けられ、

１、２階とも２室からなる。和館、洋館の南側には広い庭を配する。芝

生を主体とするが、南端には大きな石を用いた築山を設ける。その周囲

には拳大の石を用いて枯れ山水で流れを表現し立石を配する。 

旧鳴滝寮は和館の北側に内向き空間、南側に書院造の接客空間、奥に

数寄屋造の座敷を配し、さらに洋館を接続する構成を取っている。接客

空間に面しては芝生と築山による庭園を配する。明治期以来の和洋併置

式の系譜を継承しつつ、昭和初期に景勝地に建てられた大規模かつ良質

な邸宅建築として貴重である。 

  

 

 

 

   



 
 

認定理由 
 

認定番号２３３ 

選定番号 第１１－０３７号 名 称 ヘレスバック・ルノー家
け

 

ヘレスバック・ルノー家は、右京区京北町小塩に所在する茅葺民家で

ある。桂川(大堰川)支流の小塩川が流れ、南北方向に延びる谷筋に位置

する。西側の通りから小径が分かれ南側よりアプローチする敷地で、東

側は川で仕切られる。敷地中央に主屋が南側に入口を向けて建つ。主屋

の東側には主庭を配してロジモンを設けた板塀で区画し、西側は井戸の

ある裏庭となっている。表側（南側）には米小屋、納屋が、主屋の背面

には土蔵などの附属屋が建っている。敷地の西端には水路が引かれ、京

北地域でイトヤと呼ばれる洗い場や、水槽（生簀）が設けられている。 

主屋は、茅葺屋根を瓦型鉄板で覆っている。小屋裏に木槌が残されて

おり、その銘から、明治２３年（１８９０）に、弓削村字田貫（現右京

区京北田貫町）の大工・前西豊吉が手掛けたものと判断される。施主は

不詳だが、登記簿資料では明治３８年（１９０５）に田中氏が所有した

時点まで遡ることができる。田中氏は林業を生業としていたと伝わり、

川向いには同家の墓石も残る。入母屋造屋根で、梁行６間、桁行８間の

規模を有する。小屋組はサス組と棟束を併用する形式である。妻入形式

で、入口を入ると左手（西側）は土間となり、モザイクタイル貼の改良

カマドが残る。右手（東側）には、元は厩（うまや）が設けられていた。

こうした平面は、北山型民家を踏襲したものと考えられる。床上部分は

計６室で、棟通りの西側には土間に面して約１４畳大の板間を配し、囲

炉裏を設けている。西側奥の和室が座敷に当たり、床と仏間を備えてい

る。土蔵は桟瓦葺の置き屋根で、石垣の基礎の上に建ち、腰部分を人造

石洗い出し仕上げとする。米小屋や納屋も良く残り、修繕を加えながら

現在も活用されている。 

 ヘレスバック・ルノー家は、元は林業を生業とした明治中期に建てら

れた民家である。主屋の他、多数の附属屋が現存する。敷地内に引かれ

た水路にはイトヤが設けられ、これらを含めた屋敷構えが良く保存され

ており、重要である。同地域の景観要素としても、重要な役割を果たし

ている。 

  

 

 

 

  



 

 
 

認定理由 
 

認定番号２３４ 

選定番号 第１３－００９号 名 称 萱
かや

尾
お

神社
じんじゃ

 

 萱尾神社は、伏見区日野畑出町に所在し、法界寺の北東に位置する。

祭神には大己
おおなむ

貴
じの

命
みこと

を祀り、日野村の産土神として崇敬を集めた。現在、

鎮守の森は地域の重要な景観要素ともなっている。江戸時代までは法界

寺の鎮守社でもあったが、創建については、法界寺創建以前である斉明

天皇元年（６５５）とする説もあるなど定かでない。 

  現本殿は、棟札から慶安５年（１６５２）に再建されたものと考えら

れている。流造で一間社の規模だが、背面には間柱を建てて２間となっ

ている。当初は檜皮葺であったが、昭和３６年（１９６１）の改修によ

り銅板葺に変更された。身舎柱は礎石上に建ち、柱上に舟肘木を置く。

向拝を備え、連
つれ

三斗
み つ と

と中 備 蟇
なかぞなえかえる

股
また

を用いている。内部は前後に内陣と外陣

を区切るが、もとは１室だったと考えられる。正面には弊軸の付いた両

開きの板唐戸、側面である南側面には両開き板唐戸を嵌める。外観に華

やかな彩色が施されているのが特徴で、軸部は丹塗り、虹梁や蟇股など

は極彩色、板壁・軒裏は胡粉塗としている。残された多数の棟札等から、

建築後、度重なる修理によって木部や彩色が維持されてきたことが確認

できる。近年では平成３０年（２０１８）に修理が行われ、彩色が蘇っ

た。同社の造営、修理には醍醐泉村の大工が当たったことが分かってお

り、社殿の意匠には醍醐寺清滝宮本殿（重要文化財）の影響があったも

のと推測される。本殿の左右には、柳社、田中社、若宮社、稲荷社の四

社が建てられている。このうち柳社は瓊瓊
に に ぎ

杵
の

尊
みこと

、田中社は天
あめ

穂
のほ

日
ひの

命
みこと

で、

本社祭神の大己貴命すなわち大国主
おおくにぬしの

命
みこと

の国譲りに関係する神が祀られ

ている。 

萱尾神社は、日野の鎮守として現在でも地域の崇敬を受け、境内の鎮

守の森も地域にとって重要である。華やかな彩色を特徴とする近世前期

の神社建築であり、資料から社殿の建設や維持に当たった近世期の日野

地域の工人たちの活動を伺える点でも評価される。 

（京都指定有形文化財） 

  

 

 

 

 
 

  


